
「神川小学校の銭太鼓伝承活動の取組」 

１．学校名 錦江町立神川小学校 

２．学年・人数 ５・６年生 18人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年９月～10月  神川小学校体育館 

令和８年２月18日(水) 学習発表会リハーサル 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和８年２月20日(金) 神川小学校学習発表会 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

銭太鼓（ぜにだいこ） 

⑵ 由 来 

約 200 年前から，鳥浜地区の諏訪神社秋祭りに翌年の豊作を祈願し踊り

続けられてきた。 

⑶ 構成等 

  踊りは，長さ30㎝の竹筒の中に硬貨を入れ，この竹筒２本を持って座っ

て踊る。歌は一定しないが，三味線や太鼓に合わせて踊る。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

⑴ 保存会や地域との連携 

銭太鼓を伝承している錦江町内の文化協会員が，神川小学校の５・６年 

生に指導及び伝承を行っている。コロナ渦を機に６年生が５年生へ伝承す

る形をとっている。今後は必要に応じて地域と連携を図りながら，取り組

むこととしている。 

⑵ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

学校・地域・文化協会員との連携が構築されており，児童同士が教え合

いながら伝承する新たな学習の流れができている。文化協会員には，近す

ぎず遠すぎない立場からの見守りで，協力を依頼している。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【６年児童】 

・ 練習はきつかったが，本番ではみんなで音をそろえて演技することがで

き，拍手もたくさんもらえたので気持ちよかった。 

【教職員】 

・ 練習は休み時間や放課後に行った。ふるさとの郷土芸能である銭太鼓の

取組を通して，生まれ育った地域への誇りや愛着を子供たちに育みたいと

いう神川地域の願いが，活動の根底にあると感じている。 

 

【学習発表会（令和元年度）】 【学習発表会（令和６年度）】 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

 


